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＜支えあう人の心のやさしさ＞を

映画「エクレール・お菓子放浪記」の鹿児島県上映の成功に

あなたのお力をお貸しください。　　　　　　　　　　ポ

3月11日、東北地方を中心に東日本一帯を襲った大惨禍は、一瞬にして散々の夢と希望を打ち働しました。押し穆－

せた津波は、町の婆を一変させ、人々の茄らしを粉々に破壊しつくしました。未来が奪われ、絶望が町を稚いました。

こんな津波に破壊された宮城県石巻市をメインロケ地に、一本の映画が企1両ほれ、完成を迎えていたのでした。

映画「エクレール・お薬子放浪記」がその作品です。この作品は、日本があの悲惨な戦争に向かおうとしていた時

代に、たくさんの人のやさしさに支えられながら、自らの未来に向けて柿いっぱい′しき抜いた一人の孤児の少年の物

語です。

時代の閉塞感が語られるようになってしまった現代社会に、＜支えあう人の心のやさしさ＞を頼りに、その心を全国

に発信すべく、宮城県民がその旗をかかげたのは、今から数えるなら三年前のことでございました。それ以来、夢の

実現を顧う宮城県民の願いは、県内に広がる大きな輸となって、この作品は本年2月、無弔完成をむかえたのでした。

そして明けた3月10日、東京のニッショーホールで開催された完成披露試写会は、会場をいっぱいに埋めた700名

の感動の声に包まれていました。今のこの時代に＜支えあう人の心のやさしさ＞を語ろうとした宮城県民の願いは、

見事な全国発信のスタートを切ったかに見えたのでした。

ところが、翌日、束日本を製った大惨禍は、こんな夢を一隊にして打ち砕いてしまいました。映酎こ描かれた素晰ら

しい情景に被害はもたらされました。三年にわたる夢を語りながら、作品を生み出した宮城県では、とうてい公開でき

る状態ではなくなってしまったのでした。

しかしながら、私たちはこの作品に触れ、宮城県民が、わけてもメインロケ地となった石巻市民が心を込めて語ろう

としたこの作品の心が、実は今こそ日本国中に求められる心であることに宍づかされたのでした。この作品

の心＜支えあう人の心のやさしさ＞は、今こそ一人でも多くの国民の胸に語らなければならない
“心’であることを確信したのでした。

私たちは心を込めて訴えます。

今こそ、この作品を鹿児鳥県下多くの市でも町でも村でもそのL映を実現し、この作品の心を広

く県民に謝）ながら、その心を東北の被災地への支接の心につなげてゆきたいと願っています。どう

ぞ、こんな私たちの願いにあなたの手をつないでください。被災地に心をつなごうとする私たちの闘

いが、いつかは県下全域に広がる大きな“心つなぎの絵1■となって育ってゆくことを信じて日。
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今こそ鹿児島中に…
t名誉会長】　　　　　　　　　　　　鹿児島県知事　伊藤祐一郎

平成23年3月に発生した東日本大震災は、死者・行方不明者が2万人を超える未曾有の大

災害となり、今なお多くの方々が避難生活を強いられています∩

このような中、東災前の宮城県をメインロケ地として制作された映画「エクレール・お菓子放

漁記」は、戦中・戦後の混乱期にたくましく生き抜いていく少年の姿を描く巾、「支え合う人の心

Tの言言と詣濫忘禁諒闇興に向けて軌でいる数多くの被災者に、大きな励ましと将
l

采への希望を与えるとともに、人と人のつなが）、絆の大切さを改めて感じさせてくれる作品です。

ぜひ、この作品を多くの県民の皆様にご覧いただき、被災地復矧二向けた支接の輪がさらに

広がっていくことを噺っています。
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昭和18年、孤児院を脱走したアキオは、あられを盗み逮捕される。空腹のアキオに、担当刑事の遠山が薬子パン

をくれた。初めて口にする甘味はアキオを夢心地に。

やがて千古、春彦と共に感化院に入れられたアキオは、指導員・伊集院から暴力的な饉事教育を受ける。希望の

ない日々を救ってくれたのは、教員・陽子が歌う「お菓子と娘」だった。

昭和18年、フサノの養子になったアキオは家族ができたと大喜び。だが、フサノにとってアキオは労働力でしかない。

ショックを受けたアキオは家出し、旅一座とともに巡業に出ることに。

ようやく居場所を見つけたアキオだったが、戦争という現実が旅一座をも打ち壊してしまう。

さらに、陽子や遠山までもが空襲で亡くなったと知った時、アキオは

戦争の残酷さを痛感し、世の中に絶望するのだった。そして、終級…・。

大切にしていた沢山の人の死と巡り会ったアキオは心を閉ざして

社会の片隅で生きていました。そんなアキオを救ったのは、彼を支えた、

やはり「やさしい人の心」と「お菓子の持っている不思議な力」だったのでした。
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映画「あ鼻子辟巨詑」鹿児島県上映会のしくみ

各市町村ごとに「上映実行委員会」をおつくりいただき、
地域ごとに上映運動を展開していただきます。

県内全市町村

2013年1月～3月（予定）

前売券／一般1．000円

当日券／一般1，500円　小中高生　800円

上映会に必要な経費は、

鹿児島県上映推進委員会事務局が責任をもちます。

各市町村上映会で売り上げた前売券・当日券総額の
5％を各市町村上映主催者にお支払いします。

2012年11月末までに鹿児島県上映推進委員会事務局へ

お申し込みください。

入場券の一部を㌶災支援のために
鹿児島県内上映会全ての入場券一枚から30円が、東日本大震災復興支援の義椙金と

して被災地に届けられます。

被災前の岡田劇場

▲膜画刊エアチオ少年が小舟に乗るシーンが撼影された北上川河口の暮粛鴇眉

シの群落が一面に広がり、そこを渡る風の音が「残したい日本の音風景100選」に

も選ばれた名所でしたが、津波で壊滅してしまいました。

また、アキオ少年が感化虎を出た後に働く映画館として撮影に使用された150

年続く石巻市の岡田劇場は先行ロードショーの場所となるはずでしたが、おし寄せ
た津波に飲み込まれ、跡形もなく流されてしまいました。

本作の後援団体である全日本菓子協会は、「映画Fエクレール・お菓子放浪記j

製作と上映を支える宮城県民の会」を通して、被災地の子ともたちにお菓子をあく
る支援活動をいち早く開始。会員企業各社より寄付されたお菓子とメッセージを、児

重義護施設や保育園、甚大な被害を受けた小学掛こ贈りました。

映画「エクレール・お菓子放浪記」鹿児島県上映推進委員会

MBC南日本放送事業局〒890－8570鹿児島市高層町5．25　　　TELO99＿254＿7112FAXO99＿254＿7009

熊本映画センター〒862＿0951熊本市中央区上水前寺1＿10＿29TELO96＿381＿1214FAXO96＿381＿1293


